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前期の締めくくりに向けて
長かったような短かったような夏季休業が終わり、学校が再開しました。

17日（火）に行った全校集会では、生徒の元気な姿を見ることができ、安心

したところです。

さて、みなさんはどのような夏季休業を過ごしたでしょうか。昨年度

同様コロナ禍の中、思ったことができずにモヤモヤした日を過ごした人

も多かったのではないかと思います。少しでも気持ちをリフレッシュで

き、新たな気持ちで学校再開に臨んでいけることを願います。

これからの学校での活動は、これからの自分自身の進み方に大きな影

響を受ける期間です。３年生は、来月16日から始まる就職試験に向けた

取り組みが始まります。進学を希望する生徒にとっても、様々な入試に

対応する本格的な動きが始まります。１・２年生は、今年度の半期を締

める期末考査が控えています。どれをとっても、これからの行動が自分

自身に跳ね返ってくる大切な時期となります。夏季休業が終わったばか

りで・・・という気持ちを早く切り替え、今しかない時間を有効に使っ

てもらいたいと思います。

「大事なことは、昨日どうだったか、明日どうかではなく、今

日一日を大切にすること」
（サッカー元日本代表監督 イビチャ・オシム）

夏季休業中の活動
夏季休業中に、生徒はそれぞれの目標に向かい様々な活動をしています。

１ 進学講習

全学年において、進学講習

を実施しました。厳しい暑さ

の中でしたが、自己の進路実

現のため頑張っていました。

今後も努力を継続し、自力

で進路実現を果たすことを期

待します。

２ 企業見学

３年生の就職希望者は、この休業期間を利用して、希望する企業への

職場見学を行っています。求人票を介しての情報よりも、実際に自分の

目で見て・話を聞いて・仕事を体験して得られる情報が生きてくるもの

です。得たものを自分で考え、進路を決めてもらいたいと思います。

３ 高文連に向けた作品制作

９月の高文連に向け、美術・イラスト部と写真部

の生徒は、作品制作に励みました。日ごろの活動で身

につけた実力を発揮し、作品制作に没頭していました。

よい成績につながることを願います。

高文連日程

美術・イラスト部 8/31（火）～9/3（金）：旭川市

報道局写真部 9/4（土）～9/8（水）：東川町
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キャリア講話
１学年を対象としたキャリア講話を

行いました。毎年３回実施しています

が、今回は札幌大谷大学から平岡祥孝

教授を講師にお招きし「キャリア形成

に求められる基礎学力」をテーマに講

演を行いました。

平岡教授は、新規学卒者の離職状況

・離職理由の分析結果や高校生の進路への価値観調査結果、社会に求めら

れるものなどから、生徒に気づいて欲しいことやこれから向き合うべき内

容について、熱心に説いてくださいました。

仕事・職場生活をする上で大切なことは、「基礎学力を身につける（仕

事についていくための基本）」「社会人基礎力を高める（人間関係を構築

するための基本）」であり、日ごろの授業を大切にすることで身について

いくものであります。真に必要なのは、様々なことを自らの意思でやるこ

とであり、そのために「何のためにやるのか」という問いを持つことだと

改

めて考えさせら

れました。

２・３年生に

ついても、これ

まで平岡教授の

講話を聞いてい

るはずですので

、改めて思い出

し今の自分を見

つめ直しましょう。

今後の主な予定
９月１日（水）～３日（金）前期期末考査

９日（木） 地域巡検（１学年）

15日（水） 生徒会役員選挙

16日（木） 就職試験解禁

17日（金） スクールカウンセラー来校

24日（金） １日防災学校

29日（水） 体育祭

30日（木） オープンスクール

地域の力で学習しよう
先日、家庭科科目「フードデザイン」にて、

地域の協力を得て収穫実習を行いました。

これからの社会に必要な視点である「SDGs

（持続可能な開発目標）」の要素を取り入れ、

これからの社会に貢献できる人材の育成を視野

に入れた取り組みとなりました。

学校での授業では、なかなか現実的に捉えら

れないことでも、実際に自分の目で見て体験す

ることで、興味が湧いたり、疑問を持つように

なることで現実のものとなっていく。このよう

な過程が、高校生を成長させるために大切だと

思います。

美瑛町だからこそ、学べることがあります。

この恵まれた環境に感謝し、存分に学んで欲し （7/12 北海道通信日刊教育版）

いと思います。

※本校の教育活動についての新聞等記事は、学校ホームページにも掲載して

います。


